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図１ 検証作業支援ツールの操作画面（エッジ検出の例） 
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 画像処理の効果を検証するためには、各

パラメータを様々に変化させ検証する必要

があります。また、検証作業にはプログラ

ミングスキルが必須となり、手間と時間が

かかることが課題となります。 

 

 
 本開発支援では、画像処理を適用するに

あたって必要な検証作業の負担軽減のた

め、マウスのみの簡単な操作で色調補正や

平滑化、鮮鋭化、エッジ検出などの各種画

像処理アルゴリズムを実行できる支援ツー

ルを開発しました。

 

 

 画像処理ライブラリであるOpenCV の各

種アルゴリズムのパラメータ調整をマウス

操作のみで実行できるように、Tkinter ラ

イブラリを用いてGUI の操作画面を作成し

ました（図１）。パラメータ調整後の画像

は、操作画面上に直ちに表示され、パラメ

ータの最適値を探索しやすくなっていま

す。また、画像保存機能も実装し、ボタン

を押すだけの簡易な操作で結果を保存でき

るようにしました。本支援ツールを用いる

ことで、パラメータの調整作業の効率化が

期待されます。 
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